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山く

ずれの

予知

～とくに北ツし州のf列にまな一三ご～

昭和37年7月初旬日本列島南岸沿いに長々と寝そべっ

た物面前線は各地に集中豪雨をもたらした.とくに

九州地方ではカケくずれや堤防決壊などによる被害が

続出したがその中でも佐賀･長崎県下には相ついで

山くずれが発生した.同年11月下旬筆者は科学技術

庁調査員の一行に加わって災害地を訪れ山くずれの実

態に多少なりとも触れたのでここにそのようすを紹介

するとともに山くずれ地すべり等の災害の予痢･予

防･対策に関する研究が当面するところの問題について

触れてみたい.なお以下に記録する資料はすべて

佐賀･長崎県庁の提供によるものであることをお断りす

るとともに現地の案内等いろいろの便宜を与えて下

さった関係各位に対し感謝する.

｡黒囲和男

にみられる多数の割れ目を通って凝灰色櫟岩層と熔岩

流の層との境界部にある軟質の部分に集中しそこに地

盤をゆるめるような作用が営まれた結果発生Lたもの

と考えられる.実際に現地を歩いてみると凝灰角礫

岩の岩片はごく小さいものが泥土とまじり合ってあ

まり目立たないのに反し熔岩の岩塊はまとまり合って

数コの小山となりその上に生えている樹木も生育当

時の姿のままである.これらの小山を拾い集めてもと

の位麿に戻せぱそのまま山くずれ発生以前の状態にす

.ることもできるほどでゆるんだところは凝灰角礫岩

の部分であることカミうかがわれる.

(その1)

7月8目午前8時ごろ佐賀県藤津郡太良町大浦地区

の亀ノ浦部落背後の権現山カミくずれ落ち家星4戸カミ土

石の下敷きに放ったほか町役場支所小学校駐在所

を始めとする約40戸の建物カミ全壊ないし半壊し死者

28名行方不明17名その他多数の負傷者を出した.

その上国鉄長崎本線の線路や道路が泥土に埋まり交

通も一時しや断された.この地区は佐賀県と長崎県

とを分ける多良火山の東の斜面カミ有明海に沈むところで

地形の特長としては火山のすそ野にありカミちの高させ

い苦い100m前後の頭の平らな丘陵が幅の広い谷底平

野にのぞんでおり山腹は30｡ぐらいの傾斜地と狂って

.いる.そうして問題の山くずれはこの斜面に発生

したものである.

崩落崖の高さは約40mで上半分には安山岩質の熔岩

流の層下半分には玄武岩質の凝灰角礫岩の層沸露出し

ている.熔岩流の層の最下部は粘土化しておりその

下にくる凝灰病礫岩層の最上部もまたやわらかく土壌化

｡'

め偲岡

･谷

雌

窩軍

人砕石山

岨.挽

田方回､久盟→…

■≡衛帥

.詞

貴暮佑

○太虫

ダ篶

している.今回の山くずれはそのよう祖地質の状態

から推察して地表に降りそそv･だ雨水カミ熔岩流の層

目撃者の誘によればこの山くずれは3つの部分洲煩

次くずれ落ちたものでその前に山カミ少しづつずってい

るのに気づいていた人もあるというカ室それにつけても

昭和36年6月長野県上伊郡郡大鹿村で梅雨前線豪雨に

よって発生した通称r大西山の犬崩壊｣と比較して

みると規模はともかくとして山カミ少しばかり動いて

いるのに気カミついた子供もいたらしいことや概して一

瞬のうちに山ポくずれ落ちたことといいくずれのあと

カミちょうど岩塊を地上に落したときのようにひとつに

まとまっていることといい猛烈な風圧とも土圧ともい

える巨大往力によって前面の建物が倒壊したことといい

その型態カミあまりにもよく似ているのに驚かされる.

もっとも権現山については昭和32年7月諌早大水

害をもたらした集中豪雨の際に幅2～5cm落差5

cm程度延長約30mの小亀裂が発生してあわや山く

ずれと地区住民をひととき恐怖におとLいれたのである

がその後は多少の対策も施されてこれといった異状

もたかった､これが今回は連続300mm以上の降雨に

①佐賀･長臓県下要図
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②大浦地区山くずれ位置図

1大浦地一区周辺の地･形1･図�
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耐えきれずついにくずれ落ちてしまった.

なお権現山の山くずれと目を同じくして発生した山

くずれは太良町管内だけで大小合わせて100カ所ぐら

いあり大部分力擬灰角礫岩層および火山岩津層の風化

した部分に起こっている.このような災害は少なくと

も20年来のものであり過去の記録はわずかに口碑によ

って残されているだけであるカ茎詳細に地形を観察して

みると過去に山くずれを起こした跡は多数認められ村

落の真中に安山岩の転石が多数散在しているのも過去

の山くずれを証拠づけるものである.要するに大浦

地区を中心とする多良岳東麓部も本質的に山くずれを起

こしやすい所であって･ある程度以上の集中豪雨があれ

ばいつでも災害を発生する素質をもっているのである､

(その2)

時は同じ7月8目午前5時ごろ連続嬉⑪0m鮫の豪粛

によって長崎県北松浦郡江迎町はある国鉄潜竜鯛南方の

山頂付近のボタ山が次女とくずれ落ちた｡一団と放っ

て押し寄せた土石は家屋簑戸を倒壊し潜竜駅ホｰムを

乗り越え鉄道国道を埋め川をせき止めて付近一帯

は湖水と化した･次いで蝸今度はボタ{の大塊が

一気にすべり落ちて潜竜駅駅前商店街郵便局目窒

江迎鉱業所関係の構造物住宅など209戸を全壊その.

他多数の被害を出した.付近の住民はすべて退避した

あとのできごとであって死傷者の海かったのは不幸中

の幸である.

最初にくずれ始めたという山頂部の滑落崖をみると

ボ参山の下に赤褐色ぽ風化した割れ員の多い玄武岩質熔

岩流?層秘ありその下には洪積期おいわれる粘土を挾

んだ砂礫層が崩土(ボタからで慈ている)の聞からわずか

に顔を出している所もあるが大部分はか恋ゆ擾乱した

新第三紀の砂岩泥岩互層カ茎大きく露出してぺる.目撃

者の談話を総合すると山くずれの直前には崖面からの

湧水量カミ増し水力茎吹き出したのは熔岩流の層の最下部

であって砂礫層のある所で湧水量カ主最も多かったとい

う.

このことから少なくとも最初の山くずれに関しては

地表に降りそそいだ雨カミ風化玄武岩の割れ目を通って

第三紀層との境界部および砂礫層の中にたまりそこ

で何らかの変化が起って上の岩盤秘すべりさらに上の

ボタ山をともにくずれ落ちだと推察される｡ζの山く

ずれは突発的ぽ起ったのでなく実際は竈員の午前3時･

頃から割れ胃がで慧てそれカ茎徐冷に滑ってきたものだ

&いジ引きつづいて発生しだボタ山のくずれは地

盤をは関係扱く趨欄施ものらしく年月を艦て上に樹木

も茂って一見落着いているよう紀屍える古いボタ山が

樹木を繋せたま蜜紀歩くよう紀滑夢落ちている.ただ

山頂付近ぽ発生した山くずれカ雲その引き金と狙ったもの

かどうかその答を出すにはさらにつきつめた調査を

行なわねば扱らない､

同じころ佐賀県伊万里市二里町内里馬場地内の傾斜

地にあるボタ山カ茎くずれ土石流となって下の水困を埋

め県道をこわし水路を流失させた.この事件は潜竜

のそれにかくれて大きなニュｰス種としては報道されな

かったがこの場合も引き金と地質状態との組み合わせ

で将来に問題を投げかけている.この地質の状態とい

うのは次の鷲尾岳の例で詳しく説明してみたい.

(母の3)

⑨構環山の1⊥1くずれ現場(正面一からみる)

謂灘

向かって右側にも山くずれの跡班2･3散見できる�
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凡7月91ヨの技災地地(O])

例粥榊鰍～･

牛④

潜滝･鷲尾岳付近

の地形図

←⑤

潜竜の山くずれ現場

滑落崖の上から望む

⑥今

滑りおちた

ボタ山

⑫圭冒筆江理鉱第所前から土石流の沫端付遁を撃む

⑧潜篭代遅の地形図
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潜竜駅南方の山くずれ現場から西方へ約2.5kmのと

ころにある鷲尾岳につづく山の稜線付近には以前から亀

裂カミあってわずか扱がら地すべり運動が認められてい

た一今度の集中豪雨によって潜竜の山くずれカミ大き

な災害をもたらしたことが契期となってこんどはこの

亀裂のある場所がほんとうの峰つづきで上にボタ山こ

そ乗ってい削･か山の形といい山や谷の配置ぐあい

分布する岩石の種類などほんとうによく似ているとこ

ろからこの地域がにわかに脚光を浴びることとたった.

この地域で地すべりの徴候カミ最初に発見されたのは昭和

24年賀である.山ろくを走る国鉄松浦線の線蛙がどう

もおかしなぐあいであると保線区員がいいだした.

翌25年の夏山頂に亀裂カミ発見されまた鉱山送炭用索

道線路の異状もあって地すべり運動カミ始まったことが

明らかになった.昭和28年の豪雨昭和32年の豪雨ご

とに亀裂の新規発生や拡大がありその間江迎川河床

の1部隆起や累計移動量8mにおよぶ鉄道路床の移動

カミあって現在の状態となり今度の集中豪雨によって山

くずれを起こさなかったのは幸運というべきであったろ

う.

さて鷲尾岳の酉の海抜高度275mの山の9合目以上

は玄武岩質熔岩流の層がのっておりそれから下の部

分を作っている岩石は北北酉方に10｡内外傾斜する爽

炭砂岩泥岩互層(新第三紀の佐世保層群柚木層･世知原層)で

ある.地すべり面探知の目的で掘った浅層ボｰリング

の結果によればヘダモノ(隔物)と呼ばれる薄い炭層の

付近にいちじるしく軟弱と狂った岩盤カミ認められその

下盤側の中粒砂岩には変化カミ認められなかった.この

ことから1割れ目はおそらくこの炭層付近カミすべり面の

役割りを果たしている属すべりでできたものであろう.

なおこの調査に付随して調べた結果では松浦三尺層

と呼ぶ炭層の周辺ではこのような変化は認められてい

ない.山頂付近の割れ目は草緑色の草地に赤褐色

の土壌が露見するという色彩上のコントラストから遠方

からも望見できるので地元の恐怖心をますます高めて

いる.現在盛んに地すべり防止対策工事が行なわれ

ておりその効果に期待するところはたいへん大きい.

同じような例には長崎本線肥前山口駅に面する御嶽

山カミある.この山の上半分には玄武岩質熔岩流の層

カミのっており下半分には砂岩の多い地層(古第三系の杵

島層群杵島層および佐里砂岩層)がみられる.昭和32年の

豪雨の際に山の稜線近くに割れ目ができた.その後は

格段の動きもみせず今回の集中豪雨にももちこたえた

カミ山の下にある肥前山口駅は長崎本線と佐世保線の分

岐点でありまた国道35号線も山の真下を通っているの

でひとたび山くずれが起こるとその地方の交通に対

する影響が非常に大きく気をゆるすことができ榊'.

とにかく山頂付近に割れ目カミできているということは

この地方の山くずれの常として必ず近いうちにくずれ

落ちることを示しているのだから.

(その4)･

前の例は危いぞといわれ泳がらもいまのところ被

害が出ていな〉'ところであった.次は同じよう在地質

の条件下すなわち爽炭第三紀層を基盤としその上に

洪積古期の砂礫層と新期の玄斌岩かのっているという状

態のもとで今までに発生し被害をおよぼした地すべ

り山くずれの例を一とくに前兆のあらわれかたを中心

紀記しておこう呈

⑨鷲尾冨地すべ要地遠景(白線でかこん準都分1こ亀裂がみえる)

允鯛

にコ蝋鵠慨

鰯溺蛾纐

婁/種隷

甦㎜燃獲闘群

おもな破裂

一}'地すペリ防止区域境保

⑩駕尾岳付

近の地質

･地形図�
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①佐賀県伊万里市山代町西夫久保地内

昭和26年2月通称山代地すぺり

昭和52年7月通称人形石山地すペリ

昭和26年のものは前年12月の始めに落差4㎜延長400m

の亀裂ができその3ヵ月後にくずれ落ちたもので現在

は一たん埋没した村落も復旧し山くずれ跡には公民館ま

で建てられている

32年のものはその南側の山つづきに当たり1年ぐらい

前から危険だということが調査の結果わかっていた7

月6目には湧水が濁りだしていつもと様子が違うところ

からおもな財産はほとんど退避していたとのことである

②長崎県松浦市今福町地内

明治40年ごろ宿倉岳の酉側で山くずれ

が起二ったという

昭和27年10月拓倉岳の北側で発生

昭和28年6月同上の位置で発生詳細

不明

昭和27年6月に山頂付近で落差30～60m延長400mの

亀裂ができて次第に拡犬し10月11目落差1～3m延

長450mとなつたそれが15日の70.3mmの降雨でつい

に動きだし崩土が国鉄松浦線の高峰トンネルを埋めたた

め約2ヵ月聞鉄道は不通となったこの際地元の人た

⑲昭和32年の人形石1j｣

山くず松跡の鵜況

ちは稲の埋没を免れるために囲の稲刈りを行なったが稲

の刈り取る速さと崩土の進む速さがだいたい同じであっ

たため稲が助かつたという珍らしい記録がある

昭和28年のものは同じ場所で異常降雨により発生してい

るが詳細はわからない点が多い

③長崎県北松浦郡吉井町糧河内地内

昭和35年6月陥没を伴う地すべり発生

昭和33年1月現在はすでに地すべり地区の中に入ってい

る水閏に落差10cm程度の亀裂が入った34年はその状

態で落ち着いていたが35年3月から亀裂は増大し始め

6片にはついに頭都陥没地の幅40皿落差15mとなった

落差が増して今みられる姿になるのにほとんど一瞬の間

であったとのことである

④長崎県北松浦郡世知原町長田代地内

この地内に隣り合って2カ所の地すべり地がある1つ

は昭和25年頃から徴候があらわれていたものが29年7月

.呂･'一1

丁

⑲昭和26牢の人形肩山

山くずれ跡の現況

⑱人耀腐山1腐鎗山付遊の地形灘

被災地億玄つ慰蟹碑�
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凡例

滑落崖

ミ∋㈱内におけ鵬地域

㌧._長田代における処すぺ1区裁

上』.u.L1｣一異状地形の範囲(旧滑落崖?)

⑮長田代･樽河内

付近地形図

現在さに今の姿となったものでありもう1つは前兆は

あったらしいがわからないままに31年8月に発生したも

のである現在さかんに対策工事が行なわれている

これらの山くずれは概して突発的に発生するという特

長をもっており集落の背後に発生すれば人畜や家屋

建造物などにかなりの被害をもたらししぱしぱ新聞種

となっている.ではこのような地すべり山くずれ

ははたして予知できるのだろうかできるとすれぱど

の程度にまで可能であろうか.

���

地質の方面から地すべり山くずれ等を研究する場合

にはまずそれらを地質現象の1部であり陸地がし

だいに開析･削磨･侵蝕されてゆく過程にあらわれる現

象の1種類であるとみることに始まる.

地すべり山くずれの2つの用語には人によってい

るv･ろ定義カミなされ区別されているがいままでに各地

の山くずれや地すべりを観察してきた結果ではとにか

く侵蝕過程の1つとしてみるならばその間に特別な区

分をする理由は狂v･.具体的な例がより山くずれ的

であるかより地すべり的であるかによってある時に

は山くずれという用語を使いある場合には地すべりと

いうことばを用いているにすぎない.ここでは両者

を合わせて自然崩壊ということにする.

ここでは地質現象の中でも派手であり人にもよく

知れわたっている火山の噴火と山の自然崩壊とを対応

させて考察を進めてみたい.ひとつの山をみてそれ

が現在活動を続けている火山であるかそうでなくても

近年まで活動をくりかえしていた火山であるかという

ことは山の形その山を作っている岩石の種類やいろ

いろな岩石の重なりかたさらに細かい地形や植物の生

育状況などを観察しそれに加えて古文書や口伝を集め

これらの資料すべてを総合して判断され活動の歴史も

どのような噴火の形式をとってきたかということも判断

される･次に火山活動の前兆としてたとえぱ地震カミ

しきりに起こったり地表の傾斜地電流地磁気など

の変化淋目立ってくればある程度噴火に対する予見の

材料カ干与えられ火山情報の告知警報の発令避難の

勧告などの措置カミできるようになる.場合によっては

将来火山体のどの部分に爆裂孔カ欄くかということも

あらかじめ見定めることができるように狂るかも知れな

v･.

山の自然崩壊を予知する場合にも火山と同じように

いろいろな段階に分けて予知の方法およびその可能性

カミ者えられる.大まかにい完は

��

��

山頂付近に割れ目がすでにできている場合地すべり運動

はすでに始まっているということをし示ているたとえ

ていえぱ割れ目の発生は爆裂孔の関くべき位置がすでに

定まっているようなもので常時このような山の動きを監

視し湧水の状況などをみていることによりいつどんな

ときに災害が発生するかを予測し事庸によっては避難の

勧告や命令を出すこともできる

山に何の前兆もない場合の地すぺり山くずれの予蜘はた

とえぱ火山が何の前ぷれもなしにしだいに力をたくわえて

ついに噴火という事態に達したと考えるときどの位置に

次の爆裂孔が開くかを言い当てるようなものである具

体的に○年○月○目○時ごろどの山のどの部分がくずれ

落ちるかということを予告するのは現在の自然崩壊の予

知技術の段階では不可能であるといい切ってよいくらいで

あるただ杜会が私たちに要求する予知の段階はとも

すれば後者の場合であり山の自然崩壊の発生機構の研究

もその目的につながるものである

もう一度太良町大浦地区の例をふり返ってみよう.

今回の集中豪雨の際に大小無数の山くずれが発生したが

少なくとも大浦地区周辺に関するかぎり山くずれはき

わめてもろい凝灰角礫岩層や火山岩津層の分布する地帯

に発生している.おそらくもともと多孔質であるこ�
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れらの岩層は風化にも弱くそこへ豪雨による多量の含

水カミ加わってこのような山くずれをもたらしたものであ

る.したカ主って逆に多孔質でもろい凝灰角礫岩層や

火山岩津層もっと範囲を広くして砂礫層や風化土層

がありある程度以上の異常降水量カミあれぱかたらず山

くずれが起こるべきであり実際に近年山くずれの起こ

った場所はその可能性が実現した箇所である.そこ

で山くずれ予知の第1段階は集中豪雨の分布を予知する

ことと異状含水によって突発的に山くずれを起こすおそ

れのあるような岩層の分布を調べておくことに尽きると

考えてよかろう.その段階に引きつづく作業として

過去の山くずれの発生位置がどのように移り変っている

かを調べる裏カミある.詳細な地形分析やその他のあら

ゆる情報から得た資料をもとにして調べるたらぱその

よう狂種類の自然崩壊は谷頭の後退あるいは侵蝕崖の

後退という形で表現されるから次の山くずれの位置が

どこに移るかを予想することも不可能ではない.空中

写真を利用する地形判読はその最も有効狂手段の1つ

となる.

次にまた長崎県北松浦地区佐賀県西松浦東松浦

'地区に集中している自然崩壊を見てみよう.この地方

は日本でもとくに自然崩壊が集中している地帯で北松

地すべり地帯という呼び名カミ与えられている.しかし

この地帯に発生する自然崩壊は次のように分けられて

それぞれ独自に考察されねばならない.

その1は伊万里市山代町西大久保の山くずれを代表とす

るもので第三紀層に不整合に玄武岩質熔岩流の層がのっ

ているという地質条件で不撃合の部分ならびに熔岩流

の単層の境界部にそもそもの原因があり突発的(といっ

ても実際は山の上に割れ目が形成されていて危険だと

いうことが前もってわかっていた例もあるから要は割れ

目ができてから山くずれが起るまでの時間が一瞬であるか

長い時間がかかっているかの違いだけである)に発生す

る岩盤内の崩壊である.したがって同じような地形条

件下にある地区はいちおう危険地帯ということになりそ

の次に岩盤が弱められていく早さと山くずれの周期性の

かね合いが危険度合の強さや危険地帯の範囲を次々と定

める要素となる.

その2は鷲尾岳や榑河内の地すべりで代表されるもので

爽炭第三紀層の岩盤内に発生するすべりであるこの揚

合地すべりや山くずれが近い将来起こるであろう時と場所

を予想することは非溝に困難であるしかし岩盤内の

すべりを起こすような岩盤内都の物理的または化学的変

化はきわめて徐々に進行しているに過ぎないと考えられ

何らかの方法で岩盤の変質状態をとらえれば地すぺり発

生の危険性の順位を立てることができるまた仮りに

岩盤の変質を促進さ竜る物質が降水を源とする浸透水で

あるとすれば爽炭第三紀層の表面に浸透水が集中する,よ

うだ場所があったり爽炭第三紀層の内都に水がしみわた

るような割れ目が集中している揚所があれば一そのような

所は危険性の順位からは上位にランクされるしたがっ

て玄武岩質熔岩流の層が被覆する直前の新第三紀からな

る岩盤の山の地形(洪積初期の古地理)がわかり爽炭第三

紀層の地質構造から割れ目の集中位置が構造地質学的方

法で解析されるならば危険性を順位づけるよりどころが

見つかるわけであるしかし日時までを言い当てるよ

うな予知はもつと他の継続的な物理観測水文水理学

的な観測に頼らねばならない

その3はどの場所にでもころがつている2次崩壊である

がこれは新しく起きた地すべりすなわち1次地すべり

の運動地塊が再び破壊されて2次的に起きる地すべりであ

るこのような2次崩壊を抑えようというのは自然魂

象にさからうことで無理であるむしろ如何にして難

を逃れるかの術策を講じ必要とあらば積極的に運動地

塊(通常は崩積層である)を除去することも考慮せねばな

るまい現在の地すべり対策の方法はすでに一たん地

すべりを起してしまつたものに対する例が多く2次地す

べりや2次的の山くずれを安定さ也るように仕向けている

“こほカ､ならなレ･

要は岩盤内部から発生する自然崩壊を起こすまでの

岩盤の物理的･化学的変化カミどのようにして行たわれて

v'るかを検出しこれから適正枚対策を導き出すのが

今後に残された大きな課題である･

�壗�

自然崩壊の分類はそれを解析する基礎となるもので.

あるがまだ確立されたものはない.とくに地すべりと

地質とを結びつけた分類としては小出氏の

1)第三紀層地すべり

2)破砕帯地すべり

3)温泉地すべり

の分類カミ広く用いられているカ茎第三紀層は地層の時代

区分をもとにした呼び名であり破砕帯は地質構造に劾

して用いられる呼q名であり温泉とは地質現象の1部

を称するものであるたどこの分類は必ずしも適当でな

い.もちろん小出氏もこの分類は仮のものであると

いっており新しい地質学的分類がここになされねばな

らない.

筆者は自然崩壊を地質とくにその原因となる岩盤

の破砕･変質の由来から次のように分けているカミごの

分類もまだ未完成であって将来の改訂および増補が必

要であろう.

1)火山性崩壊

a)噴気変頁帯温泉変頁帯の内部に発生するもので従

来の温泉地すべりがこの中に合まれる

h)新しい火山岩の内部に発生するもの大浦の山くずれ

はこの分類に入れられる若い熔岩流や凝灰角礫岩�
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その他火山性の堆積岩休中に割れ目ができるが概し紫となっている.それらの要素に対する度合を総合的に

て火山性の地形を残している所が多い

引き出すことができれば災害を予知予防することもで

2)構造性崩壊

a)属すべり型従来の第三紀層地すべりの1部がこれにき危険度を判定する方法さらには継続観測の目標その

入る鷲尾岳の地すべりのように傾斜をもった岩だめに必要注装置器具桂とを判断する根拠となるもので

層の弱い部分が傾斜方向にすべるもので特殊な地層ある.

たとえば爽炭頁岩層がすべり面の役割を果たす

(筆者は地質部応用地質課)

い菰維蔦簑〉

集中したり岩石が変質した場所

u発生する自然崩壊で従来の

奮鴛篇孟㌶ふ饒ぶ

ζ㌘さら瀞く分類す鰹孟享芝り1

①第三紀層･白亜紀層の断層帯地帯､鍛､

②第三紀層･鞭紀層の融軸φ･〔

③草生層.古生層の千枚岩.准､ダ

片岩化した地帯

ノ

④特別の結晶片岩の地帯砕

翁楓

⑤蛇紋岩のようにみえる着石をO

⑥1㌫鮒φ㍗迦｡

の断層帯などいろいろの事例

がある｡

戻り

このような岩盤を破砕変質させ､

む

る作用が現在もなお地盤の内部で営

.き

まれているということまたは自然メ

崩壊を助長させるよ1鮒盤の運動量鵬凡例

(局地的造陸運動)や侵蝕運動たど

がどが現在なお続いていることカミダ地すベリ地帯の岩石

鰯騨11第三紀層･白亜紀層

自然崩壊多発地帯の分布を決める要

軸｡〃㎜鰯講

⑰

⑲長囲代地区の遠景

(白線でかζんだ部分担亀裂がある)�


